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中重核領域のσtot、σ-n、σ-2n、σ-pを考える上で



軽い核の断面積測定と、その解析（グラウバー、アイコナール理論）で見られたこと。

・ドリップラインに近づくと反応断面積が増加する。特にハロー核で。その場合、多くの
断面積は中性子分離過程に起因。

・コア＋ハロー構造が良く成り立つとき、σC+2n＝σC+σ-2n

・中性子分離断面積σ-nは陽子分離断面積σ-pよりも大きい。

・Optical limit 近似は断面積を過大評価する。中性子分離断面積で3割位。

より重い原子核の衝突断面積で何が問題になるだろうか？
今日は、中重核領域のDi-neutron相関に焦点を絞って考えてみる。



核表面でのDi-neutron相関

松尾氏（新潟大）、Phys. Rev. C71(2005) 064326-1~24

HFB方程式をまじめに解くと、核表面では強いDi-neutron相関がある。
１個のスピン↑中性子の周りには、半径２ｆｍの中にスピン↓の中性子が
５０％の割合で存在する。



グラウバー（もどき）理論による
Di-neutron相関を考慮した
中性子分離断面積の計算
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66Ni と 84Ni を例にとり、
反応確率と反応断面積を計算

標的として、陽子（RT=1ｆｍ）と
16O（RT=3ｆｍ）の場合をとる。

Di-neutron相関のない場合
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実線：Di-neutron相関なし
破線：Di-neutron相関あり
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16O 標的の場合
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反応断面積、陽子分離断面積、中性子分離断面積と核構造の関連

中性子スキン⇒陽子分離断面積の減少
σ-p/σ-nなどからスキンの厚さを計れないか？

２中性子相関（di-neutron相関）と断面積
σ-nは減少、σ-pは増加
σ-2nの増加は（期待したほど）大したことはなさそう。
σ-2n/σ-nから２中性子相関の情報を得るのはマージナルか。



プログラムライブラリの整備をどう進めていくか？
・実験で必要な（あると便利な）道具の需要
・理論側で使いやすく提供する枠組み（マンパワー）

例えば
・３体ハロー計算と、その密度を用いたグラウバー計算
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VnC, VnnはWoods-Saxon型


